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研究成果の概要（和文）：　本研究は、主に小学校と中学校における大地の学習と天体の学習を融合させるよう
な教材開発・授業実践を目指した。本研究の最も顕著な成果として、研究期間中に野外学習を中心に研究授業実
践を幼稚園、小学校、中学校、高等学校において７２回実施することができた点である。本研究は、これまで別
個に行われてきた天体と大地の学習を融合させることで、理科の中の地球領域における時間概念・空間概念の育
成を大きくサポートすることが児童・生徒の授業中の発話や授業後の自由記述のアンケート結果から明らかにな
った。

研究成果の概要（英文）：This research aimed mainly at the development of teaching materials and 
lesson practice that integrates learning of the earth and celestial bodies in elementary and junior 
high schools. The most remarkable result of this research is that during the research period, 
research lessons were practiced 72 times in kindergartens, elementary schools, junior high schools, 
and high schools, centering on field learning. In this research, by fusing the learning of celestial
 bodies and the earth, which has been conducted separately so far, it is possible to greatly support
 the development of the concept of time and space in the earth region in science. It became clear 
from the results of the utterance and the free description questionnaire after class.

研究分野：理科教育、環境教育、地球科学

キーワード： 大地の学習　天体学習　単元横断授業　野外学習　インターネットカメラ
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　これまで理科授業の中でも天体分野と大地の学習分野は、教室の中で実物を観察しながらの授業が難しかっ
た。実際、多くの場合、ビデオ教材や模型教材などを活用しての授業に留まっていた。しかし、本研究により、
大地の学習の場合、地域の地層や岩石の露出場所を調査し授業に活かすように教材開発に成功した。また、天体
学習については、日中の授業では観察が困難な星空を、同時間が夜間にあたる海外のネットカメラ（i-Can）を
用い、時間の経過とともに移動する実際の星空の観察を行えた。加えて、天体と大地の学習を関連・融合させた
授業展開にすることで、時間概念・空間概念の獲得につながることを示した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



 

 

様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 本研究の開始当初（平成 30 年度）の背景であるが、新学習指導要領の実施に伴い、理科にお

いても「見方・考え方」に着目し、主体的で対話的で深い学びへの学習指導が特に重視されるに

至った。これ伴い、現代的な理科教育の課題を整理・勘案したときに、その一つとして度重なる

地震や火山災害など、科学的な知識・理解に加え、防災教育や環境教育の観点や扱いが重要にな

ってきた。同時に単元・教科横断的な学習や社会に開かれた教育課程が重視されるにあたり、「地

球」領域にでは、これまで独立的に行われてきた「大地に関係する単元」と「天体に関係する単

元」とを関連させる授業展開・教材開発が求められる背景があった。 
 加えて、当時は研究代表者のこれまでの特に地学分野での小・中学校での野外学習の実施率が

低い（聞き取り調査によると半数以上が未実施）状況が確認された。また、単元目標で児童や生

徒に身につけさせたい自然科学リテラシーの獲得にとって、実際の本物（事物現象）を見る機会

が少ない（天体学習にいたっては授業中には実施できない）ことから改善の必要があった。 
 
２．研究の目的 
 本研究の⽬的は、「地球」領域における単元間の学習をつなぐ事で児童・⽣徒の「興味・関⼼」
を⾼め「深い学び」へと導き、同領域の時間的・空間的な⾒⽅・考え⽅を育成する事にある。そ
のために、野外学習を重視するとともに実際の天体現象を様々な⼯夫・教材化のもと観察させる
ような教材化と指導法の提案を実践教育を通して⾏った。理科における単元間の中でも「地球」
と「宇宙」をつなぐような学習展開はこれまでの研究や教育実践を振り返っても例がなく、極め
て独⾃性と創造性を有したものであった。このような「地球」と「宇宙」をつなぐような学習展
開は、前述したように児童・⽣徒の科学的な探求⼼を喚起・伸ばすものであり、時間と空間が⼤
きいが故に、科学的な「夢」を児童・⽣徒に与える事ができるものと期待した。 
 
３．研究の方法 
 研究の方法として、主に島根県の小学校を中心に中学校、高等学校、幼稚園において、児童・

生徒に対して実践授業を行う。授業実践を通して、研究期間をかけて効果的な天体学習と野外学

習の指導法をそれぞれに開発する。また、それらを融合させた授業展開を考案する。それを目指

して、数多くの授業実践を繰り返し実施する。また、実践授業を通して得られる児童・生徒から

の主に自由記述のアンケートを実施し、そこから読み取れる自然（大地と天体を主とする地球領

域）に対する学びの状況を把握し、野外および天体学習の授業デザインに反映させる。 

 

４．研究成果 

  本研究は、主に小学校と中学校における大地の学習と天体の学習を融合させるような教材

開発・授業実践を目指した。本研究の最も顕著な成果として、研究期間中に野外学習を中心に研

究授業実践を幼稚園、小学校、中学校、高等学校において７２回実施することができた点である

（表１）。本研究は、これまで別個に行われてきた天体と大地の学習を融合させることで、理科

の中の地球領域における時間概念・空間概念の育成を大きくサポートすることが児童・生徒の授

業中の発話や授業後の自由記述のアンケート結果から明らかになった。 

 

表１ 研究期間における研究授業実践の学校種と実践数 

 

 

 

 

 

 

 

授業実践の様子は図１〜図３に示したとおり、幼児教育においては、泥だんごの作成を通した

地球科学的なストーリー性を有した保育実践を、児童・生徒向けには図４〜図５に示したとおり、

野外において、本物の地層、岩石、化石、堆積物の観察を通して実感を伴った学習を開発するこ



 

 

とができた。 

 

図１ 講話の様子   図２ 科学的ストーリー性   図３ 泥だんご保育の様子 

図４ 地層学習の様子            図５ 川学習の様子 

 

以上は主に大地の学習からの成果であり、大地の学習に主眼を置きながら、授業中の観察の随

所に大地と天体に関わる科学的な関連について教授する授業展開について知見を得ることがで

きた。一方で、天体の学習を主眼においた授業においては、星空学習をインターネットカメラ（i-

Can）を用いて、日本の日中における授業中において、同時間が夜間にあたる諸外国の星空のリ

アルタイム観察を通して、固定された画角であるからこそ、星の動きを観察により確かめること

ができ授業展開することができた。その様子を図６〜図８に示した。 

図６ 地球物質の観察授業 図７天体カメラを用いた授業 図８天体カメラの実像 

 

 本研究では、実際の理科授業において、大地と天体をつなげた単元横断・単元融合的な学習展

開を開発することができ、７２回の授業実践を重ねる中で、より効果的な授業展開を児童・生徒

に対する声かけや観察における支援などを通して実施することができた。また、それら実践を通

して、主に児童・生徒の授業中の会話・発言と、授業後の自由記述のアンケートなどから大地と

天体をつなげた学習が、理科、特に地球領域が目指す時間概念・空間概念の獲得にとって大きな

効果があることが示唆された。以下、具体的な学習内容を示す。 

 大地の学習の中で本研究が注目したのが小学６年生の単元である「大地のつくりと変化」であ

る。私たち人類を含めて地球上の生態系の全てが海底も含めて地球の大地で暮らしている事を

考えると，生命あるもの全ての基礎・基本的な関わりを有したものが「大地」であると捉える事

ができる。また，人類の活動に限定してみても，歴史，伝統・文化，産業などはその土地の地質

や地形に依存している場合が極めて多い。つまり，地下資源はもちろんの事，それらから育まれ

る産業や伝統・文化は，時代ごとの歴史を刻んできたと言える。また，地球環境問題や防災・減

災に関わる教育は正に「大地のつくり」と直結したものと言える。以上のように，野外学習にお

ける「大地のつくり」の学習が理科学習に留まらず，社会科をはじめ地域理解，故郷学習につな

がるとともに，地域社会に開かれた，また地域社会と連携した学習であることが本研究を通して

示されたと言える。また、特に地球の大地の特徴などを学ぶ際に、他の天体（月、火星、金星）

の状況を合わせて説明、児童・生徒に想起させながら、地層、火山岩、河川を観察することで、

地球が有する大地の貴重さや稀有さについて、感動を伴って学んでいる様子が、観察（授業）中



 

 

の児童同士の会話を通して明らかになった。 
 次に、天体の学習については、昼間の授業中には夜空の星空（星座学習）観察ができないが、

インターネットカメラ（i-Can）などを用いることを通して、本研究では授業中に教師の支援を

確保しながら、実際に動く天体の様子を観察を通して学ばせることができた。また、天体の動き

の観察と同時に地球も一つの天体であるという説明に加え、岩石や鉱物の観察を天体学習と連

続して行うことなどが時間概念・空間概念の獲得につながることが、児童・生徒の会話および児

童の自由記述のアンケート結果から明らかになった。 
 以上、大地の学習と天体の学習を融合させるような授業展開の成果を概要（イメージ）図とし

て図９に示した。 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図９ 本研究成果による授業展開の変化 
 
 なお、理科学習での「地球領域（地学）」での見方・考え方については基本的には時間的・空

間的な概念理解が中心となるが，本研究を通してその詳細については松本（2019）に公表するこ

とができた。また，防災・災害と関連して松本（2021）に報告することができた。最後に、本研

究期間を通して野外学習や天体学習の理論研究や実践教育が世界的に一つの注目を集めること

に繋がり、2022 年度開催の国際地学教育学会（GeoSciEdIX）を島根県松江市で開催できる運び

となったことを、特筆に値する成果としてここに報告する。合わせて、本科研の成果については、 

同国際学会で世界の地学教育関係者に向けて広く発表する（Matsumoto, 2022; Fujioka and 

Matsumoto, 2022; Yamaguchi et al., 2022; Araki et al., 2022; Sato et al.,2022）ことが

決まっている。 
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